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④鮮度の強化の効果 

取組F「鮮度管理の強化」により、以下の収益増加を見込む。 

水揚期間５月から翌１月の９か月間のうち、夏季の５月から９月の５か月間について、

取組によって全体の魚価が３％増加することを見込む。 

 

基準水揚量845.6トン×5/9か月×全体単価（水揚金額94,156千円/水揚量845.6）×

３％ 

＝1,569千円 

全体の水揚金額の算出 

上記までより、全体の水揚金額は表 13のように整理される。 

 

表 13 復興計画書期間における水揚金額の算出 

 
※四捨五入の影響で総数と内数の合計は必ずしも一致しない 

  

基準 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 備考

サケ 4,104 4,104 4,104 3,632 3,632 3,632

イカ類 14,007 14,007 14,007 14,007 14,007 14,007

マイワシ 13,480 13,480 13,480 13,480 13,480 13,480

ブリ類 28,938 28,938 28,938 28,938 28,938 28,938

サバ類 23,202 23,202 23,202 23,202 23,202 23,202

マグロ類 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075

その他 9,350 9,350 9,350 9,350 9,350 9,350

ブリ類増加 44,632 44,632 44,632 44,632 44,632 取組A

サケ増加 16,544 33,168 49,711 取組I

操業増加 11,250 11,250 11,250 11,250 11,250 取組C

氷強化 1,569 1,569 1,569 1,569 1,569 取組F

合計 94,156 151,607 151,607 167,678 184,302 200,846



 

27 

 

（２）経費 

2-1 現状の状況 

「現在の状況」の値は、表 14のとおり直近の決算値である令和４年度数値に準拠し

た。また、基準の補正として、以下の計算を加えた。 

①販売経費 

上記（１）収入で算出した水揚金額に即して再計算した。 

販売経費＝販売手数料＋サケ負担金 

販売手数料＝水揚金額94,156千円×７％＝6,591千円 

サケ負担金＝サケ水揚金額4,104千円×７％＝287千円 

6,591＋287＝6,878千円 

 

②修繕費 

本船団では、令和３年度に網起こし船１隻を更新した。それまでは船の老朽化により、

修繕費がかさんでいた。また、令和４年では、急潮による網の損傷などにより、防藻加工

費用を正しく織り込めていない。そこで、復興計画下の基準の算出にあたっては、より取

組時と状況が近しいと考えられる令和３年度水準を採用することとした。 

 

表 14 唐丹町地域大型定置における経費の実績 

 
※四捨五入の影響で総数と内数の合計は必ずしも一致しない 

  

震災前の

状況

(H22実績)

H30 R1 R2 R3 R4
現在の

状況

経費 237,561 139,863 121,383 128,809 121,885 119,608 126,754

 人件費 134,487 65,251 63,439 70,501 68,067 67,989 67,989

 燃油代 8,838 4,487 3,756 3,542 7,008 7,012 7,012

 修繕費 30,009 43,654 34,313 29,888 22,136 13,988 22,136

 漁具費 2,524 1,237 1,542 1,593 2,001 2,442 2,442

 氷代 4,780 2,228 1,603 2,820 2,339 2,775 2,775

 その他 981 1,435 437 282 120 430 430

 保険料 16,780 9,324 9,025 8,143 9,284 10,280 10,280

 公租公課 605 306 244 226 232 1,252 1,252

 販売経費 32,645 7,596 2,698 6,086 4,452 7,880 6,878

 一般管理費 5,911 4,345 4,324 5,728 6,246 5,560 5,560
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2-2 復興計画期間 

２-１で算出した基準値をベースにしつつ、以下の補正を加え、表 16の通り整理した。 

① 燃料代 

現船団構成にシフトが完了した令和４年度実績をベースに、操業機会増加に係る掛かり

増し経費を積算した。 

令和４年度の漁船用燃油の使用実績は以下の通りである。 

重油 18.67㎘ 1,765千円 ⇒94.5円/ℓ 

軽油 49,60㎘ 5,169千円 ⇒104.2円/ℓ 

ここで、表 15に唐丹町大型定置における令和４年度の操業内容を見ると、船が稼働し

ている日数が178日であることがわかる。 

よって、燃油の掛かり増し経費は以下のように積算できる。 

令和４年度の定置網事業の稼働日数：178日 

取組によって増加する操業日数：25日 

１日当たりの燃油使用料×燃油単価×25日 

軽油18.67㎘÷178日×94.5円×25日＝248千円 

重油49.60㎘÷178日×104.2円×25日＝726千円 

燃油代合計：基準7,012＋248＋726＝7,986千円 

表 15 唐丹町大型定置における令和４年度の操業内容（再掲） 

 

② 修繕費 

取組Ｃの修繕費発生防止額については、上記で採用した令和３年度は急潮などによる修

繕費が発生していないため、収支計算では織り込んでいない。 

金島漁場 大建漁場 全体 備考

操業期間 280 280 280 4月末～翌1月いっぱい

船稼働日 178 178 178

水揚げ日 94 135 大建のほうが約１か月早く網入れ

網交換など 7 12

出戻り 26 14

急潮 11 2

波 10 8

その他 5 4

海上作業 7 6

金島のみ水揚げ - 1

大建のみ水揚げ 23 - 網入れ日のズレ、など

金島のみ船稼働 - 10 金島の付帯作業のみ、など

大建のみ船稼働 21 - 網入れ日のズレ、など

船不稼働日 102 102

急潮による休業 1 0

波による休業 3 6

陸上作業 10 13

その他の休業 13 8

休日 75 75 75 休市日など
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④  氷代 

基準の令和４年度実績2,775千円＋物価高考慮端数切り上げ225千円＝3,000千円に施氷

強化による掛かり増し経費を織り込む。 

５-９月の５か月間の氷使用量を10％増加させるとして、 

平成30年：43t（夏網期間短縮） 令和１年 ：54t（夏網期間短縮） 

令和２年 ：151t 令和３年 ：132t 令和４年 ：135t 

令和２年-令和４年平均：139t 

139t×5/9か月×10％×氷単価11,000円＝85千円 

3,000＋85＝3,085千円 

④ 保険料 

令和４年度数値に、今回整備する金島漁場の定置網について、追加で施設共済に加入す

ることとし、その見積もり額（7,000千円）を計上した。 

 

⑤ 販売経費 

計画１～２年目 

販売手数料：全体の水揚金額151,607円×７％＝10,612千円 

負担金：サケの水揚金額4,104千円×７％＝287千円 

合計：10,612＋287＝10,900千円 

 

計画３年目 

販売手数料：全体の水揚金額180,590千円×７％＝12,641千円 

負担金：サケの水揚金額16,544千円×７％＝2,316千円 

合計：12,641＋2,316千円＝13,150千円 

 

計画４年目 

販売手数料：全体の水揚金額213,838千円×７％＝14,969千円 

負担金：サケの水揚金額33,168千円×７％＝4,643千円 

合計：14,969＋4,643＝19,612千円 

 

計画５年目 

販売手数料：全体の水揚金額246,925千円×７％＝17,285千円 

負担金：サケの水揚金額49,711千円×７％＝6,960千円 

合計：17,285＋6,960＝24,244千円 
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表 16 復興計画期間における経費 

 
※四捨五入の影響で総数と内数の合計は必ずしも一致しない 

 

現在の

状況

復興

1年目
2年目 3年目 4年目 5年目 備考

経費 126,754 139,133 139,133 143,191 147,846 152,478

 人件費 67,989 68,000 68,000 68,000 68,000 68,000

 燃油代 7,012 7,986 7,986 7,986 7,986 7,986 基準+物価高+掛かり増し経費

 修繕費 22,136 22,200 22,200 22,200 22,200 22,200

 漁具費 2,442 2,442 2,442 2,442 2,442 2,442

 氷代 2,775 3,085 3,085 3,085 3,085 3,085 基準+掛かり増し経費

 その他 430 430 430 430 430 430

 保険料 10,280 17,279 17,279 17,279 17,279 17,279 施設共済に追加加入

 公租公課 1,252 1,252 1,252 1,252 1,252 1,252

 販売経費 6,878 10,900 10,900 14,957 19,612 24,244 水揚金額に準拠

 一般管理費 5,560 5,560 5,560 5,560 5,560 5,560

償却前利益 -32,598 12,474 12,474 37,399 65,993 94,447
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漁場の位置

盛岡

釜石市
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大建漁場

至 大船渡市三陸町吉浜
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※海上の枠は定置網漁業権の設定範囲
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尾崎半島
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図1 地域と漁場の位置

北

北



漁場環境
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小白浜漁港
唐丹町漁協

急潮を引き起こす
潮の流れ

片岸川ふ化場

4

⚫ 急潮や高波による休漁日が増加傾向にある

⚫ 湾奥にはサケの遡上河川（孵化場）がある

⚫ 近年は南向きの潮流が勢力を増している

図2 漁場の位置と潮の流れ

図3 金島漁場の網を起せなかった日数とその原因
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サケ マイワシ

サバ ブリ

サケ ブリ

マイワシ

主力の水揚であったサケは激減し、変わってブリやマイワシの水揚
が増加しているものの、サケの減少を補うには至っていない

特にマイワシの増加が顕著

図4 唐丹町地域定置網の水揚の推移

（トン） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 374 541 182 116 139 67 7 13

マイワシ 2 7 5 13 28 163 46 166 287 558 184

サバ類 371 313 548 257 76 280 107 259 198 300 282

ブリ 175 227 125 21 154 55 113 322 113 121 141

その他 224 136 86 43 43 56 31 59 82 57 74

合計 1,147 1,224 947 450 439 621 302 819 680 1,037 680

（千円） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 138,067 256,289 109,734 87,465 131,096 40,122 5,453 12,323 107 135 85

マイワシ 96 466 205 758 481 6,930 3,002 4,771 10,721 30,272 11,376

サバ類 28,717 21,455 32,916 17,790 7,750 25,740 11,726 20,138 18,409 31,536 34,244

ブリ 21,062 30,382 18,987 3,774 23,306 7,492 16,159 42,286 14,842 24,927 34,894

その他 55,359 30,872 27,171 11,712 13,835 17,013 11,532 27,450 18,716 23,060 31,572

合計 243,301 339,464 189,014 121,500 176,467 97,296 47,871 106,968 62,796 109,930 112,171
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サケ

ブリ
サバ

マイワシ

サケ ブリ

外洋に面している金島漁場の方がブリの増加が顕著
※R3年度は目掛かり、R５年度は網の流失によりマイワシ最盛期の操業機会逸失

図5 金島漁場の水揚の推移

（トン） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 194 199 73 54 75 18 4 5

マイワシ 2 4 2 10 18 128 40 102 36 147 4

サバ類 247 183 325 187 49 32 15 115 112 99 63

ブリ 134 172 89 10 35 8 7 293 96 65 118

その他 61 36 37 23 13 10 2 10 34 22 7

合計 638 594 525 284 189 195 68 525 278 332 192

目
掛
か
り

網
流
失

（千円） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 71,622 94,194 44,564 40,508 70,827 9,907 3,012 4,265 61 5

マイワシ 76 47 64 660 259 5,312 2,599 2,897 1,471 10,290 300

サバ類 19,179 13,453 17,040 13,799 5,859 2,468 1,668 8,456 10,527 10,592 7,888

ブリ 16,132 20,820 12,871 1,651 4,898 1,181 1,086 39,196 12,649 12,369 28,880

その他 14,321 10,837 13,277 5,487 4,191 3,170 1,193 3,956 9,030 9,039 1,838

合計 121,331 139,351 87,816 62,104 86,034 22,037 9,558 58,770 33,738 42,295 38,906
1,400
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サケ
サバ

マイワシ

サケ

イワシの水揚増加が顕著

図６ 大建漁場の水揚の推移

（トン） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 180 341 110 62 63 49 3 9

マイワシ 1 3 4 2 10 35 6 64 250 412 180

サバ類 124 131 223 70 27 248 92 144 86 201 219

ブリ 42 55 37 11 119 47 106 29 17 56 23

その他 163 100 49 20 30 46 28 49 49 36 67

合計 509 630 422 166 250 426 234 294 402 705 488

（千円） H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サケ 66,445 162,094 65,171 46,957 60,269 30,214 2,440 8,058 46 131 85

マイワシ 20 419 141 99 222 1,618 402 1,874 9,251 19,982 11,076

サバ類 9,537 8,002 15,875 3,991 1,891 23,272 10,058 11,682 7,882 20,943 26,356

ブリ 4,930 9,562 6,116 2,124 18,408 6,311 15,073 3,090 2,193 12,558 6,014

その他 41,037 20,036 13,895 6,225 9,643 13,843 10,339 23,493 9,687 14,021 29,734

合計 121,969 200,112 101,198 59,396 90,434 75,259 38,313 48,198 29,058 67,635 73,265



漁期と魚種構成

8

図７ 唐丹町大型定置の操業と漁期のイメージ

⚫ 5月ごろから9月ごろまでの夏網

⚫ 10月ごろから翌１月ごろまでの秋網

⚫ 夏網ではサバ類やブリ類といった季節性回遊魚

⚫ 秋網では、11月から12月ごろまでは遡上回遊にあるサケと、12
月から1月のマイワシ

⚫ 終漁時期はマイワシの漁模様で判断

⚫ イワシの目掛かりにより網起こしをすることができず、操業機会
を逸失する場合が発生

⚫ 乗組員は、休漁時期は地域の主幹漁業であるワカメ養殖の作業
に従事するものもある
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業
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容

魚
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箱
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の
目
合

網入れ準備 夏網 秋網 撤収

イワシ用の細目網

ブリ・サケなど用の荒目網

サバ類

ブリ類

サケ

マイワシ



操業体制

金島漁場

大建漁場
① ②

③

④
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網起こし船2隻体制：第１８かねしま丸（19t）・第６かねしま丸（19ｔ）

① 小白浜漁港を大建漁場で網起こし

② 金島漁場で網起こし

③ 釜石市魚市場で水揚・選別

④ 帰港し、網修繕などの付帯作業

図８ 唐丹町地域定置網の操業体制

第18かねしま丸

第６かねしま丸

北



使用漁具
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金庫網

北

サケ
北側の
箱網に入網

ブリ、イワシなど
南側の箱網に入網

大建漁場

⚫ 1段落とし

⚫ 東側の箱網

⚫ 金庫網設置

金島漁場

⚫ 1段落とし

⚫ 北側の箱網

⚫ 金庫網設置

箱網

箱網

金
庫
網

図９ 漁具の構成の入網の特徴



使用漁具

図10 金島漁場における入網のイメージ

沖
側

沖側へ

11

ブリ

マイワシ

サケ
⚫ 沖側へ向かう習性

“網に入ったサケは朝日が昇る明るい方へ”

ブリ
⚫ 時計回り寄りの回遊

⚫ 網地に沿って狭い箇所へ逃げ込む

マイワシ
⚫ 時計回り寄りに網内を回遊

ブリとマイワシは箱網
に向かうまでのロスが
大きく、北側の箱網に
入網しにくい

網地に沿って
時計回り寄り

時計回り

北

サケ



使用漁具

12

クレーン

シングル
キャプスタン

キャッチホーラー

⚫ キャッチホーラーの他、船べりで人力で揚網するため、高波時は
作業の危険度が増し、潮が速い場合は網の負荷が大きくなる。

⚫ イワシなどが網に刺さるとキャッチホーラーが滑って網揚げでき
なくなる（令和３年度に金島漁場で20日の水揚機会逸失）。

網

（17人体制）

ツイン
キャプスタン

図11 操業体制と配置図

図12 網起こしの様子

イワシが刺さっていると
脂で滑って巻けない

水産庁：定置網漁業の選択技術の現状・取組より

図13 イワシ目掛かり



唐丹町地域定置漁業の課題と本事業での取組

13

⚫ 魚種転換

サケ⇒ブリ・イワシなど

⚫ イワシ目掛かり

操業機会の大きな逸失

⚫ 急潮・高波

黒潮・低気圧の勢力の強まり

目合の拡大

箱網向き変更

環巻式導入

⚫流通・販売対策

販路開拓

鮮度管理の強化

衛生管理体制の維持

⚫資源管理

クロマグロ

サケ

魚種転換の記録

図14 金島漁場に導入する新型定置網

箱網
昇り網運動場

課題 本事業での取組

以下の資本投下により課題へ対応

 金島漁場の垣網・運動場・登り網を新調

 定置網構造の改造



取組A 魚種転換への対応 （１）目合の拡大

14

（課題）潮は早くなっているため網成りの維持が難しくなっている。

（取組）金島漁場について、目合を拡大することで網成りを維持し、
季節性回遊魚が入網できる体制を整える。

図15 金島漁場の目合の拡大

現状 取組



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

操
業
内
容

魚
種

箱
網
の
目
合

取組A 魚種転換への対応
（２）マイワシ対応網の具備

15

（取組）

小さい目合の箱網も備えておくことで、資源が増加しているマイワ
シの水揚増加を図る

図16 目合交換のイメージ

目合の大きさ

２寸５（75mm）
目合の大きさ

１寸（30mm）

網入れ準備 夏網 秋網 撤収

イワシ用の細目網

ブリ・サケなど用の荒目網

サバ類

ブリ類 サケ

マイワシ



取組A 魚種転換への対応 （３）箱網の向き変え

16

サケ水揚の激減

箱網

箱網

ブリ・マイワシなどの増加⇒効率的に漁獲できず

図17 金島漁場の箱網の向き変え

ブリ・マイワシ・サバ類などの漁獲効率向上

現状 取り組み

金島漁場について、箱網の向きをサケ仕様の北側から、ブリやマイ
ワシに合った南側に変える。

サケ

ブリ・マイワシなど
ブリ
マイワシなど

100

200

300

400

500

600

700

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

漁
獲
高
（
ト
ン
）

金島漁場における魚種別漁獲量の推移

サケ マイワシ サバ類 ブリ その他

南側の箱網あり
⇒ブリ水揚大

（マイワシ・ブリ資源増加）



取組A 魚種転換への対応 （４）新規魚種対応

17

（取組）

これまでは漁獲されなかったキハダや夏のケンサキイカ、タチウオ、
トラフグなどの漁獲により新規水産有用種の販路を開発し、継続的
に水揚することで市場を形成していく。

図18 釜石市魚市場におけるキハダ、その他のイカ、フグ類の水揚

より好市場と考えられる新規水産有用種の仕向け先の例

シイラ：輸出（アメリカハワイなど）

キハダ：関西圏・輸出（EU）

タチウオ：関東圏・関西圏

トラフグ：関西圏（身欠き処理の流通スキームは要検討）

0

1

2

3

4

5

6

H30 R1 R2 R3 R4 R5

ト
ン

キハダマグロ その他のイカ類 フグ類
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H23 H24 H25 H26 H27 H28

ト
ン

金島漁場におけるブリの水揚量

取組A 魚種転換への対応 見込まれる効果

18

ブリの水揚増加

量 基準151.4トン×増加分（289-100）％＝286.1トン

単
価

単価基準値 キロ156円

効
果

額 286.1トン×156円＝44,632千円

表１ 取組Aによる水揚額の計算

効果額44,632千円金島漁場において、水揚量増加

南側箱網なし南側箱網あり

豊凶を均すために平均値で比較

南側箱網の有無による水揚量の差異

※：水揚は８月から ※：両落とし体制は10月まで

（トン） H23年度（※） H24年度 H25年度（※※） H26年度 H27年度 H28年度 備考

金島漁場における水揚量 327 318 134 172 89 10

3ヶ年平均

南側の効果 260÷90

260 90

289%



取組B イワシ目掛かりへの対応

19

現
状
と
課
題

取
組
内
容

見
込
ま
れ
る
効
果

環巻式を導入することに
より、網にイワシが目掛か
りしていても水揚できる
体制に

R3年度冬にイワシ目掛かりが発生し、その間、20日間の水揚機会を逸失
した。

⚫ 金島漁場の令和４年度の水揚：94日
※令和5年度は網流失

⚫ 金島漁場の令和４年度の水揚金額：42,295千円

⚫ 金島漁場の一日あたりの水揚金額42,295千円÷94日＝450千円

⚫ 450千円×20日＝9,000千円

イワシが網目に掛かるとキャッチホーラーで揚網に必要な摩擦力
がなくなり、網揚げできなくなる。

イワシが刺さっていると
脂で滑って巻けない

水産庁：定置網漁業の選択技術の現状・取組より

図13 イワシ目掛かり（再掲）

効果額9,000千円の水揚逸失の防止

図19 環巻式での揚網の様子

直接、網を巻かない



取組C 急潮・高波などへの対応 (1)水揚増加

20

現
状
と
課
題

見
込
ま
れ
る
効
果

⚫ 船べりで身を乗り出して人力で網揚げ

・荒天時の危険増大 ・潮流の抵抗負荷が直接作業負荷に

資料：日本海における急潮予測の精度向上と定置網防災策の確立研究成果報告書

箱網
箱網

⚫ 急潮で網沈没 ⇒ 漁獲物逃避

（取組内容）

⚫ 環巻式の導入⇒船上での作業となり危険度低下、操業機会増加

⚫ 箱網の向きを南側に変更⇒潮流抵抗軽減、網沈没回避

（水揚増加額）

金島漁場の1日当たりの水揚金額 450千円×（16日+9日）＝11,250千円

（掛かり増し経費：操業日数増加にかかる燃油費の増加）

令和4年度の燃油使用実績

・重油 18.67㎘ 1,765千円 ⇒94.5円/ℓ ・軽油 49,60㎘ 5,169千円 ⇒104.2円/ℓ

令和４年度の定置網事業の稼働日数：178日

1日当たりの燃油使用料×燃油単価×25日

軽油：18.67kl÷178日×94.5円×25日＝248千円
重油：49.60kl÷178日×104.2円×25日 ＝726千円
合計：248 +726＝974千円

収入の増加額11,250千円

図20 現在の唐丹町地域大型定置の網起こしの様子

図21 潮流による網の沈没と入網魚逃避のイメージ

表３ 金島漁場の直近５年の波と潮による操業機会の逸失日数

（掛かり増し経費）974千円

H30 R１ R２ R３ R４ 取組による水揚増加日数

急潮 3 5 6 18 12 12×2/3×沈没分2＝16日

高波 3 1 5 11 13 13×2/3＝9日



取組C 急潮・高波などへの対応
(2)修繕費発生防止

21

現
状
と
課
題

見
込
ま
れ
る
効
果

⚫ 網起こし作業では網を
直接手繰るため、網目
に負荷がかかり、消耗
が激しい

（取組内容）

⚫ 目合の拡大による潮流抵抗の軽減

⚫ 環巻式の導入による作業による網の負荷の軽減

⚫ 箱網の向き変えによる潮流抵抗の軽減

過去5年の急潮による修繕費

⚫ R3年度：581千円

⚫ R4年度：8,280千円

⚫ 平均：4,430千円

4,430千円相当の修繕費発生防止

負荷 負荷 負荷 負荷

負荷

⚫ 潮流の抵抗を受けやすく、ロープなどに強い張力負荷がかか
り、消耗が激しい

アンカーロープなどに負荷

図1９ 網起こしの様子とその時に
網にかかる負荷のイメージ

資料：日本海における急潮予測の精度向上と定置網防災策の確立研究成果報告書

図22 潮流によって定置網にかかる負荷のイメージ



取組D 漁労作業の省力化・省人化

22

現状と課題 取組内容

見
込
ま
れ
る
効
果

4:00 出港 出港

大建網起こし 大建網起こし

網揚げ 網揚げ

5:00 くみ取り くみ取り

網設置

金島網起こし 網設置

6:00 網揚げ 金島網起こし

くみ取り 網揚げ

網設置 くみ取り

7:00 移動

網設置

荷受け 移動

8:00 荷揚げ

選別 荷受け

箱立 荷揚げ

9:00 選別

移動 箱立

10:00

網修繕 移動

11:00

網修繕

12:00 解散

13:00 解散

網揚げ合計1.5h 網揚げ合計2h

タイムテーブル例 環巻式の導入により、作業の
省人化・省力化

⚫ 網揚げ時間短縮
人力で網を手繰るのでは
なく、機械でロープを巻き
上げる作業になり、作業速
度が入網量や海況に左右
されなくなるので、網揚げ
作業の時間軽減が期待

⚫ 作業の軽量化
人力で網を手繰るのでは
なく、機械でロープを巻き
上げる作業になり、作業が
軽量化

⚫ 網揚げ時間を合計で20分削減

⚫ 省人化
（参考）計画期間後に最大5人の省人化予定
水揚作業は環巻式の導入によって軽量化
陸上の修繕作業は取組Cと連携して頻度低下を期待

入網量多い入網量少ない



取組E 高付加価値化

23

現
状
と
課
題

取
組
内
容

見
込
ま
れ
る
効
果

小ロットな水揚はほとんど値が付かない

小ロットな水揚の販路を直接、開拓することで、魚価の向上を図
る。

付加価値化、知名度向上
（参考）選別作業ができる不漁日を見繕い、取組を年1回実施した場合の効果額

これまでの単価：キロ10円 ⇒ キロ100円（+送料キロ400円）目標
（サバと同等に鮮魚需要で消費される水準目標）

１回の取扱量想定：50キロ（100サイズ冷蔵宅配便で歩留り50％が10箱想定）
効果額：50kg×（100-10）＝4,500円

シーン毎年４回開催するとすると
4,500円×4回＝18千円

１-3年目：販路開拓、提携先の模索、実施スキームの検討
例）連係事業者との市場便の確立（24年問題への対応）、
地域内加工業者と連携した加工品への取扱いの展開、など

4年目以降：実証実験

図23 直接販売のイメージ

販路開拓

商・物流の確立

箱仕立て



取組F 鮮度管理の強化
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水揚量（トン）

水揚量と氷使用量の関係（2019-2023月別）

10-1月 5-9月

季節に関わらず、水揚当たりの氷使用量が同水準

⇒相対的に気温の高い夏場は施氷が甘くなっている

24

現
状
と
課
題

見
込
ま
れ
る
効
果

（取組による収入増加）5-9月の５か月間の魚価3％増加 1,569千円

⚫ 全体水揚量845.6トン×5/9か月×（水揚金額94,156千円/水揚量845.6）×3％＝
1,569千円

（掛かり増し経費）氷使用量１割増加 85千円

⚫ 5-9月の5か月間の氷使用量を10％増加させるとして、

⚫ H30：43t（夏網期間短縮） R1 ：54t（夏網期間短縮）

⚫ R2 ：151t R3 ：132t R4 ：135t

⚫ R2-R4平均：139t

⚫ 139t×5/9か月×10％×氷単価11,000円＝85千円

（取組内容） 5-9月の間の氷使用量を1割増量
4℃を目標に過剰・不足がないように海水温も確認しながら適宜、漁層の水温を測定
記録内容：水揚量、氷量、魚槽温度、海水温

効果額1,569千円

図24 唐丹町定置事業における水揚量と氷使用量の関係



取組G 衛生管理体制の維持

25

現
状
と
課
題

取
組
内
容

見
込
ま
れ
る
効
果

食品関連事業者にはHACCPが義務化されるなど、食品衛生に
対する世間からの要求が高まっている。

唐丹町漁協は「いわて水産業地域ハサップ（IFⓡHACCP）」を
遵守し、また、高度衛生管理体制が敷かれている釜石市魚市場
に水揚することで、一貫した産地流通の衛生体制を推進する。

鮮度管理意識の向上

釜石市魚市場
優良衛生品質管理市場・漁港認定

（2020年）

サプライチェーン

唐丹町漁協（定置網）
IFⓡHACCP

生産 流通

図25 第１８かねしま丸の紫外線殺菌装置搭載表示

図26 釜石市魚市場の
優良衛生品質管理市場
認定書









取組J 魚種転換の記録

29

現
状
と
課
題

取
組
内
容

見
込
ま
れ
る
効
果

海水温の上昇とともに、これまで見られなかった魚種が入網
したり、市場に水揚されるようになっている。

魚種転換によって現れた希少魚種や見たことない南方系魚種の
出現を記録する。

環境変動研究に対する貢献

図31 地元のカゴ漁業で漁獲されたハタタテダイ
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（参考）魚種転換後の水揚構成

30

サケ

サケ

サバ
ブリ
イワシ

サバ
ブリ
イワシ

サバ
ブリ
イワシ

サバ
ブリ
イワシ

H25-H29平均 1-2年目 5年目

サケ率 31％ 0％ 6％

サバ・ブリ・イワシ率 58％ 94％ 89％

H25-H29平均 1-2年目 5年目

サケ率 67％ 0％ 27％

サバ・ブリ・イワシ率 20％ 73％ 55％

サケはメインから補完的
な割合へ転換

67％⇒27％


